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　令和の米騒動ともよばれる米価の上昇が続いています。
約 30 年前の平成の米騒動では低温を原因とする減収でした
が，今回は高温も一因のようです。安心・安全は品質に関
する議論がもっぱらでしたが，食料の場合，十分な量を確
保できている安心感が崩れると社会問題に発展することが
如実に示されています。30 年ぶりといえば，アメリカ合衆
国に端を発する貿易を絡めた摩擦も再燃しています。本号
では，昨年 6 月の新たな食料・農業・農村基本法の施行を
受けて，食料，環境の両面で安心できる社会の実現に向け
た技術や制度設計に関する報文を募集しました。掲載には
至りませんでしたが，今後の展開が期待される提案も多く
寄せられました。投稿された皆様には厚く御礼申し上げます。
　本誌が届く頃には 2025 年日本国際博覧会（大阪・関西万
博）が 10 月中旬までの会期で開催されています。6 月 5 日

からの 12 日間には「食と暮らしの未来」と題するテーマで，
農林水産省，新潟県を始め企業・団体や各国からの展示や
対話プログラムが予定されているようです。世界の情報が
瞬時に手に入る現代では万博の開催意義を疑問視する声も
耳にします。一市民としては，他人事のように冷ややかな
視線を送りがちです。ひるがえって，子供や若者に対して
魅力的な将来像を描くことに日々苦慮している立場からは，
出展から学べる部分も多いことでしょう。世界中の関係者
が知恵を絞って披露する未来の姿から発想を得る絶好の機
会と捉えて会場に足を運んでみると思わぬ刺激を受けるか
もしれません。一大イベントと比べるのも憚

はばか

られますが，
未来を支える研究や技術開発の成果を，本誌を通じて広め
られるよう微力を尽くしたく存じます。

（大阪公立大学大学院農学研究科　坂田　賢）
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